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棚
底
地
区
振
興
会
報

ア
イ
ラ
ト
ビ
カ
ズ
ラ

井戸

花壇の草取り中＝女性部会員ら

倉
岳
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、

棚
底
城
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

の
建
設
に
伴
う
計
画
を
策
定
し
、
整

備
に
向
け
て
協
議
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て

１
１
月
１
０
日(

火
）
に
ガ
イ
ダ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
の
先
進
地
で
あ
る
五

和
町
の
「
イ
ル
カ
セ
ン
タ
ー
」
と
河

浦
町
の
「
崎
津
集
落
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ

ン
タ
ー
」
を
堀
川
会
長
ら
十
一
名
で

視
察
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

「
イ
ル
カ
セ
ン
タ
ー
」
は
天
草
市

か
ら
指
定
管
理
料
な
し
で
天
草
市

漁
協
が
受
託
し
、
「
道
の
駅
」
と
し
て

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
施
設
に
は
、

物
販
コ
ー
ナ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ド

ル
フ
ィ
ン
ス
ク
エ
ア
が
あ
り
、
イ
ル

カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
訪
れ
た
観
光

客
と
漁
業
の
融
合
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
江
地
区
で
獲
れ
た
水
産
物(

魚
、

海
藻
類)

や
水
産
加
工
品
を
中
心
に
、

市
民
や
観
光
客
に
販
売(

産
直
・
加

工
品
・
お
土
産
品
等)

や
食
事
等
に

提
供
し
、
魚
食
の
普
及
や
漁
業
従
事

者
の
所
得
向
上
に
努
め
ら
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
イ
ル
カ
と
漁
業
者
の

共
存
を
図
り
な
が
ら
冬
場
の
集
客

を
い
か
に
し
て
増
加
さ
せ
る
か
が

課
題
で
あ
る
と
植
田
セ
ン
タ
ー
長

は
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
崎
津
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
は
、
天
草
市
直
営
で
職
員
５
名

が
来
訪
者
の
案
内
や
「
道
の
駅
」
の

運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
施
設
内

は
、
事
務
室
や
情
報
、
展
示
な
ど
案

内
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
消
防
法
と
の
絡
み
で
物
販

コ
ー
ナ
ー
の
面
積
が
狭
く
、
観
光
客

か
ら
土
産
品
や
食
事
処
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
が
多
く
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

そ
の
あ
と
天
草
宝
島
案
内
人
の

会
、
開
さ
ん
の
ガ
イ
ド
で
世
界
文
化

遺
産
「
﨑
津
集
落
」
の
漁
師
の
作
業

場
「
カ
ケ
」
や
家
と
家
の
狭
い
路
地

「
ト
ウ
ヤ
」
そ
れ
か
ら
天
草
崩
れ
の

舞
台
と
な
っ
た
「
崎
津
諏
訪
神
社
」、

昭
和
９
年
に
建
て
ら
れ
た
ゴ
シ
ッ

ク
様
式
の
「
崎
津
教
会
」
な
ど
を
見

学
し
ま
し
た
。
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て

の
開
さ
ん
の
豊
富
な
知
識
と
ユ
ー

モ
ア
溢
れ
る
説
明
で
楽
し
く
研
修

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
見
学
し
た
施
設
は
、
倉
岳
ま

ち
づ
く
り
推
進
計
画
で
策
定
中
の

棚
底
城
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

建
設
に
伴
う
「
道
の
駅
」
構
想
の
運

営
体
制
等
の
方
向
性
を
決
め
る
の

に
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

﨑津神社の鳥居から﨑津教会を臨む散策ルールなど説明中＝ガイドの開さん（右）

禁教期には絵踏が行われていた﨑津教会

イルカはどの付近？＝イルカセンター２階展望所

イルカセンター内部を視察中の参加者ら
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１０月末 ９月末

646（‐1）

高齢化率
４９.１５％

人　　口

　人口動静

世　帯　数

１０月末

959（+5）

９月末

485 1,089（+2）

954

484（‐1） 1,087

１２月 ２日（水）自主防災会役員研修

１２月 ２日（水）国道２６６改良工事説明会

１２月２０日（日)公民館全体講座

１２月２５日（金）防犯パトロール

１月 ３日（日)成人式

（コロナ禍のため変更になる場合あり）

1

1

月
１
６
日(

月)

松
橋
町
の

「
誠
光
寺
」
と
い
う
お
寺
の
役
員
１

１
名
が
棚
底
の
「
石
垣
と
コ
グ
リ
」

を
見
学
に
こ
ら
れ
ま
し
た
。
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
の
企
画
、
運
営
。

案
内
は
、
歳
川
さ
ん
が
担
当
さ

れ
、
時
々
冗
談
を
交
え
な
が
ら
棚

底
に
ど
う
し
て
石
垣
が
多
い
の

か
や
ど
の
よ
う
な
役
目
が
あ
る

の
か
な
ど
説
明
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
石
は
ど
こ
か

ら
運
ん
で
き
た
の
か
や
い
つ
ご

ろ
造
ら
れ
た
の
か
な
ど
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
グ
リ
で
は
、
写
真
パ

ネ
ル
を
使
っ
て
構
造
や
仕
組
み

を
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
棚
底
地
区

独
特
の
施
設
で
地
下
の
水
に
は

水
利
権
が
適
用
さ
れ
な
い
と
い

う
苦
肉
の
策
か
ら
考
案
さ
れ
た

の
で
は
と
い
う
説
明
に
改
め
て

先
人
の
知
恵
に
驚
き
、
感
心
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

秋苗のハボタン、ナデシコを天草市から配布していただき

ましたので、１０月２９日（木）役員、健康福祉部会員らで植

栽しました。
振興会花壇は、上揚信号を浦方面に２００ｍぐらい下った

いわば棚底の玄関口に所在しています。面積が広く、土壌

が痩せているため、普段の管理に苦労しながら、年に２回

花の植え替えをしているところです。また、なるだけ管理しや

すいようにアジサイや山茶花、さつきなど手のかからない花

木類も植栽しています。

今回植えたハボタンは、キャベツと間違われそうですが、こ

れから寒くなってくると白や紫に色づき道行く人たちやドライ

バーを和ませてくれると思います。

８月から実施していた棚底城跡の調査が１１月末で終

わりました。５名の作業員の方々には大変お世話にな

りました。また、棚底地区の皆様にも温かく見守ってい

ただき、ありがとうございました。今後は本格的に整備

工事が始まりますので、楽しみにお待ちください。

調査にあわせ、城跡を全体的に草刈りしましたのでと

ても綺麗な状態となっています。これからの時期は城跡

見学には最高の気候ですので、ぜひご覧下さいね。そ

れでは、皆様良いお年をお迎えください。
（天草市文化課 宮崎）

～棚底城跡の調査が終わりました～

石垣について説明するガイドの歳川さん（左）

【棚底城跡調査作業員の皆さん】

ハボタンを植栽する部会員ら＝振興会花壇


